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Ⅰ 研究のねらい 

最近、様々な教科や領域の調べ学習などにおいて、児童がインターネットで情報収集に取

り組む場面が多く見られるようになった。教師が参考になる Web ページやリンク集などを提

示すれば、児童は一定の情報に触れられる。しかし、児童は検索サイトなどを活用し情報を

検索しようとしても、自分が必要とする情報にたどり着けないことが多く、情報収集の意欲

を低下させてしまうことがある。また、情報の信ぴょう性を検証せずに使用してしまうこと

もある。これでは、インターネット上にある豊富な情報を有効に活用することができない。 

そこで、必要とする情報を検索する力（収集）、情報の新旧や真偽を確認する力（判断）・

判断に基づき情報を選び出す力（選択）を効果的に身に付けるためのカリキュラムの開発が

必要であると考え研究を進めることにした。 

Ⅱ 研究方法 

１ 基礎研究 

(1) 情報活用能力育成のための先行研究及び教科書調査 

① 先行研究の実態把握(対象:東京都教職員研修センター所蔵の全国の研究紀要) 

  児童・生徒が行う“情報収集、判断・選択”についての研究は行われていない。 

② 教科書の実態把握(対象:小学校全教科、中学校「技術分野」、高等学校「情報A」全社) 

インターネットを使用して調べることを促す記述はあるが、調べ方に関する有効な具体

的方法は示されていない。 

(2) 検索サイトの活用の仕方を明確にするための書籍及びWeb情報調査 

① 一般書籍及びWeb上の情報を整理し、検索サイトの効果的な活用方法についてまとめた。 

② 代表的な検索サイトの実態を検索ヒット件数や更新回数の違いを明らかにした。 

２ 調査研究 

  児童の情報活用能力を育成するカリキュラムを作成するために、児童・教師のインターネ

ットを活用した“情報収集、判断・選択”の力、教師のインターネットを活用した授業の実

態を調査した。 

(1) 事前調査  

Table.１「児童調査及び教師調査について」 調査期間平成17年10月3日～10月14日 

 児童用調査(事前/事後ともに実施) 教師用調査(事前のみ実施) 

調査対象 自校高学年児童110名 

標本調査(自校内4学級110/110名) 

都内公立小学校9校 154名 

標本調査 

母集団/必要標本数 

(5%危険率,誤差10%)および回収率 

都内公立小学校5,6年生182,123名/96名 

95% 

都内公立小学校教員28,485名/96名 

75% 

調査の種類 パネル調査 横断的調査 

調査手法 調査票調査(訪問留置き調査及び検証授

業内での調査) 

調査票調査(訪問留置き調査) 

標本について 有意抽出法 有意抽出法 

外れ値/欠損値など 5名分(事前または事後調査欠席児童は分

析から除外) 

欠損値がある標本データについては

それ以外を分析に活用 
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① 児童用調査の目的及び結果 

ア 「アンケート」～目的の情報を検索できない。裏付けをせず、引用先を明記しない。～ 

Table.２「事前児童用アンケートについて」 

目的 学校や家庭でのインターネットの使用実態。学校での情報活用能力にかかわる児童の意識及び実態。以上

を調査するために実施した。 

工夫 調査項目については「情報活用の実践力尺度※1」「情報化社会レディネス尺度※2」で妥当性について検

証した尺度を活用し調査した。 

※１高比良美詠子・坂元章・森津太子・坂元桂・足立にれか・鈴木佳苗・勝谷紀子・小林久美子・木村文香・

波多野和彦・坂元昂,2001「情報活用の実践力尺度の作成と信頼性および妥当性の検討」 

安藤玲子・高比良美詠子・坂元章,2004「小学生のインターネット使用と情報活用の実践力との因果関係」

※２小林久美子・坂元章・森津太子・坂元桂・高比良美詠子・足立にれか・鈴木佳苗・勝谷紀子・橿淵 めぐ

み・波多野和彦・坂元昂,2000「情報化社会レディネス尺度の作成および信頼性・妥当性の検討」 

結果 ①本校児童は家庭(63%)に比べ学校(94%)でのインターネット使用率が高く学校が果たす役割が大きい。②使

い方をどのように学んだかについては「学校の先生」(72％)、ついで「保護者など」(55％)であることから

教師の果たす役割が大きい。③回答から明らかになる課題として「調べたものに対する引用先を明記しない

(93％問11)」や、「情報の裏付けをとらない(84％問27)」がある。④情報収集に関連して「資料が沢山あっ

ても、すぐに見付け出すことができる(41％問32)」などから半数以上の児童は情報収集にも課題がある。 

これら児童の調査から明らかになった課題を「児童用テキスト」に指導内容として盛り込むこととした。 

イ 「テスト」 ～複数のキーワードの入力・案出、情報の判断・選択にそれぞれ課題～ 

Table.３「事前児童用テストについて」 

目的 “情報収集、判断・選択”に関わる知識や考え方の力を測定するために実施した。 

工夫 発達段階を考慮した設問になるよう各教科の学習内容を参考に作成した。検証授業の有効性を分析するた

めに、テストの内容は事前と事後テストの内容を同じレベルにし、比較できるように工夫した。解答する際

に、情報源が公または公に準ずる機関が検索結果上位に位置する設問とした。検索サイト指定により、児童

の負荷を軽減する設問を用意した。 

結果 キーワードを1つ自分で検索の窓に入れて解答する問題(1①Ⅰ56.2％②Ⅰ62.9％)や、カテゴリーを指定し

たものから解答する問題(2①Ⅰ88.6％②Ⅰ68.6％)などは比較的正答率が高いが、それ以外のキーワードの言

い換えをする問題(5Ⅰ29.5％)、複数の情報を比較して回答する問題(8①Ⅰ21％)などは低い正答率となった。

② 教師用調査の目的及び結果 ～教師の指導力と明確な指導法の確立に課題～ 

Table.４「教師用調査について」 

目的 指導状況や意識(アンケート)とスキルの測定(クイズ)を行うために実施した。 

工夫 データの偏りを防ぐために、学校単位で調査依頼した。 

結果 ①「情報」や「インターネット」に関する指導計画はそれぞれ30.6%、13.9%の整備率である。②自信をもっ

て「インターネット」についての指導ができる教師は「はい」9.1%、「どちらかというとはい」36.7%であり、

否定的回答が54.1%である(「どちらかというといいえ」37.6%、「いいえ」16.5%)。③教師の指導に対する自

信と「インターネット」クイズの得点には有意差が見られる(Fig.1)。④教師自身のインターネットの使い方

についての習得(複数回答)が「上司/同僚から学んだ」50%、「見よう見まねで学んだ」49％である。⑤児童に

調べ学習をさせる際に最も使用する媒体について「図書」と回答する教師の理由が「インターネットでは必

要な情報を引き出すのが難しい」が第1位(31%)に挙がる。以上の結果から教師自身がインターネットでの”

情報収集、判断・選択”の指導方法を今一度見直し身に付けていくための手引きや授業で具体的に指導すべ

き内容を明らかにしたテキストが必要であることが分かった。 

 上記のような事前調査に基づき、下記

のような研究仮説を設定した。 

３ 研究仮説 

児童がインターネットを利用する際の

課題である、“適切な情報収集、判断・

選択”に教師が重点を置き計画的に指導

することで、より一層の情報活用能力を

児童は身に付けることができるであろう。 

４ 研究内容 

(1)  年間指導計画および小学校高学年指導案の作成 

｢初等中等教育における教育の情報化に関する検討会(文科省)｣の資料を参考にして、情報活

用能力の育成のための低中高学年別の年間指導計画を作成した。 

Fig.１教師の自信と得点の差について 

（H(3,N=109)=11.7247,p＜.01） 

(正規性が見られないため、Kruskal-Wallisの検定を使用)
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Fig.２ インターネットを活用した調べ学習における『シーリング教材』
 年間指導計画の作成にあたっては、

学習指導要領における教科の学習内

容と関連を図ることにした。また、

指導時間は総合的な学習の時間に設

定することを基本とした。 

 指導計画に基づく高学年指導案を

作成した。本指導案は、次の３点に

ついて工夫した(Fig.２)。 

① 児童に事前のインターネットで

の調べ学習を振り返らせることに

より、「必要な情報が取り出せな

い」「どれが正しい情報か分から

ない」という課題を自らつかませ、

調べる方法を学びたいという意欲

をもたせる場面を設定したこと。 

② 児童が主体的に学習に取り組める『シーリング教材』の開発をしたこと(Table.５)。 

③  獲得した情報収集能力を生かせる場面を意図的に設定したこと(Fig.２)。 

Table.５「各時間の指導内容について」 

第１時 児童が互いに意見を出し合う中で「インターネットを活用した調べ学習で困った点」を共有化させ、本

カリキュラムを展開していく上での意欲をもたせる。その後、情報の出所を確認する学習(第３時)の意義

を理解させ、引用先を明記する指導を行うために「著作権」について指導する。 

第２時 情報収集の方法についてキーワード検索の仕方、案出など具体的に指導する。 

第３時 収集した情報の出所や新旧について学ぶことで情報の取捨選択をする判断基準を指導する。 

第４時 情報の信ぴょう性を判断する方法や、複数の web ページで情報を比較する大切さなどを指導する。 

※教師がこれら４時間の指導を展開することにより、児童は主の授業に戻り、自ら意欲的に再び学習を展開していくこ

とが可能となる(Fig.２)。 

(2) 「児童用テキスト(高学年用)」作成 

“情報収集、判断・選択”のためのワークシート型のテキストを指導計画に基づいて作成

した。本テキストは、指導後も児童が主体的に情報検索等について学べる内容とするととも

に、学習内容の定着を図るために、演習問題を盛り込むことにした。 

(3) 教師用指導例及び教師用手引き作成 

教師用指導例には、情報検索等の十分な経験がない教師であっても、本テキストをすぐに

授業で活用できるように、４単位時間の具体的な発問を記述した指導細案を掲載した。 

教師用手引きには、「児童用テキスト」の補足並びに、教師が情報収集や教材研究をする

際に有効な情報を盛り込んだ。またあらゆる教師の“情報収集、判断・選択”に応じられる

ように、基礎から応用まで含めた、視覚的で分かりやすい手引きとした。 

５ 実践研究(授業研究) 

開発した教材をもとに高学年４学級で検証授業を行った。本教材の有効性を立証するため

に、２学級を研究当事者が、他２学級を所属校の５、６年生学級担任が実施した。また、教

材の有効性を立証するために授業は指導例の内容に沿う形で展開した。 
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Ⅲ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

(1) 児童用アンケートから ～有意差がみられる児童の判断・選択に関する回答～ 

Table.６「事後児童用アンケートについて」 

目的 事前アンケートのうち、学校での情報活用能力にかかわる児童の意識及び実態について調査をし、事後ア

ンケートとの比較を行うことで授業の効果を測定する。 

結果 pearson のχ２検定を実施した。引用先の明記(情報の信ぴょう性の判断材料に関連)や情報の比較(情報の

選択)に関する項目については、事後アンケートと比較して有意差が見られた。よって、児童にとって本カリ

キュラムが有効であったことが明らかになった。 

(2) 学習感想から ～分からないことを知りたい、学んだことを活かしたいと考える児童～ 

Table.７「学習感想について」 

目的 アンケートやテストでは表れない児童の意識を自由記述で解答させるとともに、４時間の授業をどのよう

にとらえているかを数値化するために実施する。 

結果 学習感想からも「非常に役に立った」「今まで学習しないでインターネットを使っていたので、今回学習

できて良かった」など肯定的にとらえる意見が数多く見られ、４件法の質問に対しても肯定的解答が８割以

上を超えることなどから多くの児童が今回の学習を有意義と捉えていた。 

(3) 児童用テストから  

① ～児童に”情報収集、判断・選択”の力がつくカリキュラム～ 

Table.８「事後児童用テストについて①」 

目的 検証授業終了後、事前調査と同じレベルのテストを授業の効果を検証するために実施した。 

結果 対 応 の あ る t 検 定 を 実 施 し た 。 得 点 に 有 意 差 が 見 ら れ 、 授 業 に 効 果 が あ る こ と が 立 証 さ れ た

(t(104)=4.4404,p＜.01)。特に正答率の低かった情報の判断・選択の問題について、正答率の上昇が見られ

た。 

② ～授業者が異なっても効果があるカリキュラム～ 
Table.９「事後児童用テストについて②」 

目的 カリキュラム自体の有効性を検証するために研究当事者が授業を実施した学級と各担任が授業を実施した

学級に差があるかどうかを分析した。 

結果 対応のないt検定(パラメトリック検定)を実施する際の前提3条件のうち、正規性について満たされないた

め、Wilcoxon検定(ノンパラメトリック検定)を実施した。事前、事後テストともに両グループ間での有意差

が見られなかった(Fig.３,Fig.４)。よって授業者が異なっても効果があるカリキュラムといえる。 

「充実した教育を支える環境の整備」として、「ICT利活用

による教育・学習の推進」が求められている。日々進展す

る情報技術に対応して、児童が“情報収集、判断・選択”

できる等の「情報活用能力」を育成するには、児童が主体

的に学び続けることが大切である。今回開発した「教師が

児童に自ら課題をつかませ、意欲的に学習に取り組むこと

ができる『シーリンク教材』」をテキスト通りに展開すれ

ば、授業者が異なっても、児童にインターネットを活用し

た“情報収集、判断・選択”の力を育成することができる

と検証の結果、実証することができた。  

２ 今後の課題 

今後の課題としては次の３点が挙げられる。 

・テキスト継続使用による“情報収集、判断・選択”能力

の定着化 

・キーワードの案出や複数語句を使った検索の力を高める

ための語彙力の育成 

・情報検索システムの進歩に伴う、教材の更新 

研究当事者、担任 

２グループ間における得点差 

Fig.３(事前) 

 
(Z = 0.04179, n.s.  ,Wilcoxon test)

Fig.４(事後) 

 
 (Z=1.68768, n.s.  ,Wilcoxon test)


